
いよく活躍するという思いを込めて～ 

聖なる月 ラマダーン 

校長 櫻井 勉 

約２０年前、派遣教員としてアラブ首長国連邦(ＵＡＥ)のド

バイ日本人学校に勤務していました。 

雨はほとんど降らず快晴

が毎日続くこと、地震が全

く起こらないこと、夏場の

気温が約５０度にもなるこ

と、人口の８割は私たちの

ような外国人労働者である

ことなど、気候や環境については驚きの連続でした。 

 そしてご存知のようにＵＡＥはイスラム教の国なので、特有

の習慣があります。街中に響き渡るボリュームで、礼拝の時間

を告げる「アザーン」という詩吟のような呼びかけが１日５回

流れます。巨大なスーパーでは近隣諸国産の野菜・果物から

日本の調味料や冷凍食品まで何でも揃いますが、豚肉だけは

「Pork for Non-Muslims」と書かれた奥まったスペース

でひっそりと売られています。       

イスラム教の祝祭日は権威ある宗教学者が月の満ち欠けを

目視して始まりを判断するので直前にならないと決まりませ

ん。我々日本人学校の教員も「休校日のスタートは今日か明日

かどっち？」と非常に気をもんだのをよく覚えています。そん

なお国柄でもやんちゃな少年たちはいるもので、おなじみの

白い民族衣装の中高生たちが日本人学校の前にバイクで乗り

つけ、(親しみを込めて)子供たちをからかったり、ゴミを投げ

込んだりして大笑いしながら去っていく、なんて光景も目にし

たものです。 

  

イスラムの習慣の中

で、日本人が一番奇異に

感じるのはラマダーンと

呼ばれる「断食月」(イス

ラム歴の 9 月)でしょう。「過酷な修行」といったイメージが強

い断食ですが、飲食していけないのは日の出から日没までで、

病気の人、妊婦、授乳中の母親や幼い子供などは対象外、私

たちのような外国人に強いることもなく、思いやりで包まれ

たお祭り的要素も含んだ行事なのです。人々に無料で食事を

振る舞う特設会場があちこちに開設され、日没後は深夜まで

パーティのような賑わいが続きます。ちなみに国内消費はこ

の時期が最も上がるそうです。 

 

 さて、敬虔なイスラム教徒は別として、前出のような「やんち

ゃ少年」たちならこんな窮屈な戒律には従わないはずだと、日

本のやんちゃ少年たちにかなり苦労してきた私は予想してい

ました。ところが、その予想は見事に外れ、少年であっても誰

一人としてラマダーンのルールから外れるような人は見当た

りませんでした。 

 強制や罰則の力ではなく、「信じる力」が大きなバリアのよう

に国全体を包み込み、誇りと連帯感が我慢すらも喜びに変え

ていく様子を見て、「宗教」に対する印象も大きく変わりまし

た。同時に、「今の日本で、一つの目的に向かって、みんなで心

を合わせて何かを我慢するなんて果たしてできるだろうか。」

と考えさせられました。今でも国内でのマナー・ルール違反に

関するニュースを見ると「ラマダーン」を思い出し、「どうした

ら、本当に必要な時に、みんなが『思い』と『行動』を同じ方向

に向けられるようになるのだろうか」と思うことがあります。

答えは簡単には見つかりませんが、「教育」が重要なカギを握

っていることは確かでしょう。 

 

ちなみにイスラム歴は 1 年

が約354日のため、ラマダー

ン月である９月は毎年 10 日

ほど季節とずれていきます。

2024 年はこちらの３月頃でしたが、五中生が生まれた十数

年前頃は真夏にラマダーンがありました。日本の真夏より暑

い日中に水も飲まないのですから、その覚悟の強さが想像で

きるでしょう。ところで、非常に重要な「日没」のタイミングは

どのようにして人々に伝えられると思いますか。 

 

答えは「大砲」です。一度、興味本位でその瞬間を見ようと、

１０メートルほど離れた場所で気楽に待っていました。すると

発砲の瞬間に体が浮き上がり、耳鳴りでしばらく周りの音が

聞こえなくなるほどの威力でした。その直後、任務を終えた警

察の人たちは大砲の横にカーペットを敷き、楽しそうにラマダ

ーン明けの軽食(スフール)を食べていました。これもまた、い

い思い出です。 

 

本校では 9 月の修学旅行を皮切りに、校外学習、自然教室

などの旅行行事が続きます。旅行行事を成功させるためには、

わがままな楽しみ方をせず、時には全体のことを思って「我慢」

をすることも必要です。その先にはきっと、校外ならではの学

びの楽しさと仲間たちの笑顔が待っています。学年で心を一

つにして最高の思い出をつくってくれることを願っています。 

 
◇学校教育目標◇ 

・進んで考える人 

・情操豊かな人 

・心身ともに健康な人 
あげしお

令和６年 9 月２日 

鷹南学園三鷹市立第五中学校 

校長 櫻井 勉 

第 7号 

「あげしお」～物事の勢いが盛んになることを意味し、生徒が勢いよく活躍するという思いを込めて～ 

 

学校ホームページリンク 

http://www.mitaka-schools.jp/gochu-jhs/ 
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９月の主な予定 

2（月）  合唱コン実行委員会 

3（火）  生徒会役員選挙 

4（水）  ⑤カット 

  鷹教研 （部活動再登校） 

6（金）  避難訓練  

11（水）  職員会議  

12（木）・13（金） 秋季考査 

17（火）  全校朝礼 復習確認テスト（３年） 

 合唱コン準備期間開始  

18（水）  一斉委員会 

19（木）  月曜日の時間割 

21（土）  PTA一日家庭教育学級（午前） 

       数検（午後）→11/16（土）に延期 

23（月）～25（水） 

 修学旅行（３年） 

26（木）  振替休日（３年） 

27（金）  合唱コン実行委員会 

28（土）  道徳授業地区公開講座 

      学園公開 学園研修会 

30（月） 9/28の振替休業日  

２学期 秋季考査の予定  

１２日（木）： ①理科(50) ②数学(50) ③英語(50)    

１３日（金）： ①技術家庭(40)（１・2年のみ） ②社会(50) ③国語(50) 

 

   
鷹南学園教職員の研修会（7/2２） 

中原小学校を会場にして鷹南学園

教職員を対象にした研修会を実施し

ました。「校内通級教室における指導

実践の理解と在籍学級での活用につ

いて」をテーマに、「放課後デイサービ

ス Brilo」の清水和彦先生から、現場

での多くの実践事例をもとに多くの

示唆に富んだアドバイスをいただき

ました。学園の児童・生徒の一人ひと

りの個性を輝かせるために何ができ

るか… 改めて真剣に考えるきっか

けとなりました。 

２学期始業式（8/26） 

３７日間の「充電期間」を終え、再び五

中生の「笑顔」が戻ってきました。体

育館に集まった生徒の表情からは、

久しぶりに友人に会えた喜びが伝わ

ってきました。生徒代表として、１年

生が力強く 2学期に向けての抱負を

語りましたが、その姿はこれから前進

していく五中の未来を明るく照らし

ているように感じました。 

校長からの励ましの言葉「自己ベ

ストがいっぱいの２学期に！」を誰も

が心に刻み、成長を続ける素敵な２

学期になることを願っています。 

 

   吹奏楽部の活躍（8/６） 

第 64 回東京都中学生吹奏楽コン

クールに吹奏楽部が出場しました。Ｂ

組(35 人以内の編成)に出演し、

『「沢地萃」(たくちすい)：天野正道   

作曲』 を演奏しました。変化に富ん

だ難しい曲を、ダイナミックに、そし

て繊細に、心を一つにして見事に演

奏した結果、「銀賞」を獲得すること

ができました。日々の地道な練習を

大切にし、地域の行事にも快く参加し

て演奏を披露することで五中の素晴

らしさを発信してくれている吹奏楽

部の、今後の更なる活躍を期待して

います。 

 

夏休みの五中生：「暑い」夏を越え、さらに成長した生徒たち… 充実した２学期になることを期待！ 

五中生の活躍 （表彰者） 

◇吹奏楽部   

第６４回東京都中学生吹奏楽コンクール 

８月６日 練馬文化センターにて 

演奏曲：「沢地萃」(たくちすい) 

B組（３５人以内編成） 「銀賞」 受賞 

◇剣道 

令和６年度三鷹市種目別ジュニアスポーツ大会  

剣道競技 

中学１年男子の部 第３位 

池亀 温貴 

◇硬式テニス 

東京都中学校新人テニス選手権大会予選  

第９ブロック大会 

女子シングルス ベスト１６ 

納野 麻衣子 

※東京都中学校新人テニス選手権大会出場決定！ 

 

夏休み期間中の工事 

 
当初予定していた「南校
舎の給水管改修工事」及
び「校庭のスプリンクラ
ー改修工事」は来年度以
降に延期となったことを
７月にご報告いたしまし
た。 
「北校舎トイレの便器の
入替工事（和式→洋式）」
は終了し、２学期からは
使用可能となります。 

【感謝】本校の教育活動を支えていただいています！ 
コミュニティ・スクール委員会を中心にした地域の様々な方々から温かな支援をいた

だきながら教育活動を行うことができています。その一つをご紹介します。 

【 部活動見守り 】 

スクール・コミュニティ推進員が、募集関係の調整を担ってくださっています。昨

年度より、放課後の部活動の活動機会確保に取り組み始め、今年度は１学期に実

施した４回を含め、年間で約１５回の機会を設ける予定です。職員会議などで教

員が活動場所に行けない時など、応募してくださった「学校支援ボランティア」の

方々に、生徒たちの活動を「見守って」いただいています。「再登校」の数を減らす

ことに繋がり、教員・生徒双方にとって意義のあるものとなっています。２学期か

らは、「みたか地域ポイント」の対象にもなる予定です。 

 


